

































































れて」（『文学』，第 40 巻 4 号，1972 年，172～80 ページ），三木健「研究者訪問 沖縄の歴史と
比嘉春潮翁」（『南島史学』，第 4 号，1974 年，55～61 ページ），由井晶子「比嘉春潮を語る―
同伴者の衿持を貫いた気骨」（『新沖縄文学』，第 33 号，1976 年，45～50 ページ），由井晶子「比




本民俗学のエッセンス [ 増補版 ] 日本民俗学の成立と展開』，ぺりかん社，1994 年，155～69
ページ），仲嶺政光「「方言講演」考―近代沖縄・伊波普猷と比嘉春潮と地域文化」（『教育学年
報』，第 6 号，1997 年，521～45 ページ），比屋根照夫「近現代沖縄における比嘉春潮の思想的
軌跡」（『ふるさとを愛した篤学・反骨の研究者比嘉春潮顕彰事業報告集』，比嘉春潮顕彰碑建
立期成会，2006 年），納富香織「比嘉春潮論への覚書―1930～1940 年代の在本土沖縄県人との


































































































































































































比嘉はこの伊波の考え方に大きな影響を受ける。比嘉は 1911（明治 44）年 4 月 29 日の日誌














































































































願運動が行なわれる。1925（大正 14）年 2 月には「沖縄県財政経済の救済助長に関する建議
案」，翌 1926（昭和元）年には「沖縄経済振興に関する請願書」が国へ提出されている。さら
に当時の沖縄県知事であった井野次郎（1877-1952）が 1931（昭和 6）年 6 月に「沖縄県振興
計画一五カ年計画」案を策定する。その計画をもとに那覇市の照屋宏（1875-1939）市長をトッ
プとする「沖縄県振興促進期成会」が発足して，政府に実行を働きかけている。そして沖縄県
振興計画が 1932（年昭和 7）年に閣議決定され，翌 1933（昭和 8）年度から予算化される。し















































































































































































1925（大正 14）年には前述の『海南小記』を発表する。南島談話会は 1922（大正 11）年 4 月
から 1933（昭和 8）年 5 月まで開催され，不定期に 24 回の会合がもたれている。この会合に














































































































































て，翌 1934（昭和 9）年 8 月に『民間伝承論』（共立社書店）として刊行された。そして 1935















































































































































































究成果を発表する。1957 年に「物語郷土の歴史」（『全集』第 2 巻，1971 年，74～83 ページ），
1959 年に「被支配階級の生活に重きを―『沖縄の歴史』序文」（『全集』第 2 巻，1971 年，235
～7 ページ），1963 年に「沖縄」（『全集』第 3 巻，1971 年，109～64 ページ），同年に「沖縄文
化史」（『全集』第 1 巻，1971 年，473～587 ページ），1966 年に「物語藩史・琉球藩」（『全集』







比嘉の代表作となる『沖縄の歴史』の刊行は 1959（昭和 34）年であり，比嘉が 76 歳のとき






















































の中で，生きて行く道を選んだ。西原での少年期，20 歳代から 30 歳代前半の教員時代，30 歳
代後半の県庁役人時代，40 歳代の改造社時代が大きな節目であった。思想的遍歴については




































































由井晶子「比嘉春潮を語る（続）―同伴者の衿持を貫いた気骨」（『新沖縄文学』，第 34 号，1977 年，
120 ページ）。
　2） 拙稿「伊波普猷と「沖縄学」の形成―個性と同化をめぐって」（『京都産業大学論集人文科学系列』，
第 42 号，2010 年，1～34 ページ）。
　3） 比嘉春潮「『南島談話』『島』のこと」（比嘉春潮『比嘉春潮全集』第 4 巻，沖縄タイムス社，1971 年，
366～7 ページ）。以下では『比嘉春潮全集』は『全集』と略す。出版社名も略す。
　4） 永積康安明・外間守善・（司会）大江健三郎「《座談会》沖縄学の今日的課題」（『文学』，第 40 巻 4 号，
1972 年，381～5 ページ）。
　5） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，187 ページ）；比嘉春潮『比嘉春潮「沖縄の歳
月 自伝的回想」』，日本図書センター，1997 年，11～2 ページ。
　6） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，224 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
50 ページ。






 10） 鹿野政直『歴史のなかの個性たち』，有斐閣，1989 年，92～4 ページ。
 11） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，209～11 ページ）。
 12） シュワルツの日本との関わりについては，H.B. シュワルツ著 / 島津久大・長岡祥三訳『薩摩国滞在
記―宣教師の見た明治の日本』，新人物往来社，1984 年。




 15） 三木健「研究者訪問 沖縄の歴史と比嘉春潮翁」（『南島史学』，第 4 号，1974 年，56～7 ページ）。
 16） 当時，トルストイに影響を受けた青年は多い。拙著『報徳思想と近代京都』，昭和堂，2010 年，147
ページ。
 17） 清水俊行「レフ・トルストイとロシア正教会―探求と離反の運命をめぐる予備的考察（前篇）」（『神
戸外大論叢』，第 58 巻 3 号，2007 年，15～35 ページ）；同著「レフ・トルストイとロシア正教会―
探求と離反の運命をめぐる予備的考察（中篇）」（『神戸外大論叢』，第 59 巻 2 号，2008 年，95～121
ページ）；同著「レフ・トルストイとロシア正教会―トルストイとオプチナ修道院（後篇）」（『神戸
外大論叢』，第 60 巻 1 号，2009 年，33～64 ページ）。
 18） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，227 ページ）。
 19） 由井晶子「比嘉春潮を語る―同伴者の衿持を貫いた気骨」（『新沖縄文学』，第 33 号，1976 年，50 ページ）。
 20） 比嘉春潮「ふるい時代の思い出」（『全集』第 4 巻，1971 年，182 ページ）。
 21） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，217 ページ）。
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 22） 拙稿，前掲論文，『京都産業大学論集人文科学系列』，第 42 号，2010 年，1～34 ページ。
 23） 比嘉春潮「屈辱の歴史からの脱却」（『全集』第 2 巻，1971 年，272 ページ）。
 24） 比屋根照夫「沖縄研究における歴史認識―「比嘉春潮全集」にふれて」（『文学』，第 40 巻 4 号，1972 年，
546～54 ページ）。
 25） 比嘉春潮「柳田国男と沖縄」（『全集』第 4 巻，1971 年，9 ページ）。
 26） 伊波普猷「琉球史の趨勢」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 7 巻，平凡社，1975 年，10 ページ）。
 27） 伊波普猷「古琉球」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 1 巻，平凡社，1974 年，62 ページ）；伊波普猷「琉
球史の趨勢」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 7 巻，平凡社，1975 年，11～2 ページ）。
 28） 比嘉春潮「太洋子の日録 第四冊―吾が半面」（『全集』第 5 巻，1973 年，295 ページ）。
 29） 比嘉春潮「自伝的回想より」（『全集』第 4 巻，179～80 ページ）。
 30） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，230 ページ）。
 31） 武田時昌「加藤弘之の進化学事始」（阪上孝編『変異するダーウィニズム―進化論と社会』，京都大
学学術出版会，2003 年，265～317 ページ）；拙稿「中沢毅一の生物学と人間社会―天道・人道のア
ナロジー」（『報徳学』，第 8 号，2011 年，21～40 ページ）。
 32） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，239 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
67 ページ。
 33） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，255 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
86～7 ページ。
 34） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，252 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
83 ページ。
 35） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，260 ページ）。








れる。沖縄県編『沖縄県史 別巻』，沖縄県，1977 年，337～8 ページ。
 39） 『沖縄協会報』，創刊号，1922 年。
 40） 沖縄県編，前掲書，沖縄県，1977 年，99～100 ページ。








 45） 1929（昭和 4）年に社会主義の研究や逮捕者の救出を目的に結成された「日曜会」も，比嘉の自宅
に集まって開かれていた。




 48） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，301 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
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 50） 比嘉春潮・霜多正次・新里恵二『沖縄』，岩波新書，1963 年，14～21 ページ。
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 52） 比嘉春潮・霜多正次・新里恵二，前掲書，1963 年，20 ページ。
 53） 比嘉春潮「柳田先生と私」（『全集』第 4 巻，61～2 ページ）。
 54） 柳田の南島旅行の状況については，柳田国男著・酒井卯作編『南島旅行見聞記』，森話社，2009 年；
酒井卯作『柳田国男と琉球―『海南小記』をよむ』，森話社，2010 年。
 55） 柳田国男「故郷七十年（改訂版）」（柳田國男『定本柳田國男集』別巻第 3，1971 年，334 ページ）。
 56） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，358～9 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
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 64） 比嘉春潮「柳田先生と沖縄」（『全集』第 4 巻，1971 年，62 ページ）。
 65） 柳田国男「郷土生活の研究法」（柳田國男『定本柳田國男集』第 25 巻，1970 年，314～28 ページ）。
 66） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，345～62 ページ）。
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186 ページ。
 72） 比嘉春潮「翁長旧事談」（『全集』第 3 巻，1971 年，176～208 ページ）。
 73） 比屋根照夫「沖縄研究における歴史認識―「比嘉春潮全集」にふれて」（『文学』，第 40 巻 4 号，1972 年，
177 ページ）；比嘉政夫「比嘉春潮―その研究と方法」（瀬川清子・植松明石編『日本民俗学のエッ
センス [ 増補版 ]』，ぺりかん社，1994 年，160～3 ページ）。
 74） 拙著『近代日本の農業政策論―地域の自立を唱えた先人たち』，昭和堂，2012 年，101～2 ページ。
 75） 英米の民俗学の形成は，日本に比べてかなり早い。イギリスでイギリス民俗学会（English Folklore 
Society）が設立されたのは 1878（明治 11）年，アメリカでアメリカ民俗学会（American Folklore 






 76） 久米仙「わが郷里の人々（1）」（『南島』，1933 年 11 月 17 日）。
 77） 柳田国男，前掲書，1971 年，416～8 ページ。




 80） 納富香織「比嘉春潮論への覚書―1930～1940 年代の在本土沖縄県人との関係を中心に（付　比嘉春
潮著作目録）」（『史料編集室紀要』，第 32 号，2007 年，29～30 ページ）。
 81） 「読み難い姓名改姓座談会　大阪南島文化協会主催」（『琉球新報』，昭和 12 年 4 月 14～15 日付）。
 82） 比嘉春潮「親泊康永君のこと」（『琉球新報』，昭和 4 年 8 月 1 日付）；比嘉春潮「沖縄を考える人び
とに―『沖縄の自由民権運動』を推薦する」（『全集』第 4 巻，1971 年，109～11 ページ）。親泊には
『義人謝花昇伝―沖縄自由民権運動の記録』（新興社，1935 年）という著書があるが，これが謝花昇
像をつくることによって，この人物を著名にした。拙稿「謝花昇の農業思想―沖縄と近代農学の出
会い」（『京都産業大学論集人文科学系列』，第 35 号，2006 年，25～54 ページ）。
 83） 太田の思想的脈絡については，拙稿「太田朝敷の地域発展論―沖縄の「独立自尊」をめぐって」（『京
都産業大学論集人文科学系列』，第 40 号，2009 年，135～74 ページ）。
 84） 「上京諸名士と在京有志との交歓」（『大阪球陽新報』，昭和 15 年 6 月 1 日付）。
 85） 比嘉春潮・霜多正次・新里恵二，前掲書，1963 年，27～30 ページ；外間守善『沖縄の言葉と歴史』，
中公文庫，2000 年，366～70 ページ；納富香織，前掲論文，2007 年，37～9 ページ。
 86） 伊波普猷「小禄の目白」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 10 巻，平凡社，1976 年，175～9 ページ）；
伊波普猷「適正な奨励法を―伊波さんは語る」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 10 巻，平凡社，1976 年，
430 ページ）；伊波普猷「方言は無暗に弾圧すべからず―自然に消滅させ」（伊波普猷『伊波普猷全集』
第 10 巻，平凡社，1976 年，431～2 ページ）；伊波普猷「方言と国語政策―国語の南島への宏通」（伊
波普猷『伊波普猷全集』第 8 巻，平凡社，1975 年，623～6 ページ）。
 87） 方言に関する伊波と比嘉の見解は類似点のみではなく，異なる点もあった。仲嶺政光「「方言講演」
考―近代沖縄・伊波普猷と比嘉春潮と地域文化」（『教育学年報』，第 6 号，1997 年，521～45 ページ）。
 88） 対談 柳田国男・柳宗悦「民芸と民俗学の問題」（『月刊民芸』，昭和 15 年 4 月号）。
 89） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，395 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
216 ページ。
 90） 比嘉が編集発行にあたってきた『沖縄文化』誌は 1950（昭和 25）年 4 月の第 16 号から名称を変更
して『文化沖縄』誌となっている。そして 1953（昭和 28）年 2 月の第 27 号が最後となる。会報が
発刊されていた期間は約 4 年余りであった。
 91） 比嘉春潮「沖縄の農民生活」（『全集』第 2 巻，1971 年，84～118 ページ）。
 92） 比嘉春潮「薩摩統治下の沖縄農民」（『全集』第 2 巻，1971 年，295～9 ページ）。
 93） 比嘉春潮「日本復帰署名運動は有害 各界指導者層の意見」（太田直治編『沖縄タイムス』，第 2 号，
1948 年 1 月 21 日付）。
 94） 比嘉春潮「全集の刊行にあたって」（『全集』第 1 巻，1971 年，3 ページ）。
 95） 由井晶子，前掲論文，1977 年，116 ページ。
 96） マックス・ウェーバー著 / 尾高邦雄訳『職業としての学問』，岩波文庫，1936 年。
 97） 柳田国男「海上の道」（柳田國男『定本柳田國男集』第 1 巻，1968 年，3～34 ページ）。
 98） 比嘉春潮「柳田国男と沖縄」（『全集』第 4 巻，1971 年，3 ページ）。
 99） 三木健，前掲論文，1974 年，55 ページ。
100） 比嘉春潮「屈辱の歴史からの脱却」（『全集』第 2 巻，1971 年，272 ページ）。
並松　信久112
101） 鹿野政直，前掲書，1989 年，105～9 ページ。
102） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，406 ページ）。
103） 比嘉春潮「屈辱の歴史からの脱却」（『全集』第 2 巻，1971 年，274 ページ）。
104） 由井晶子，前掲論文，1977 年，116 ページ。
105） 比嘉春潮「年月とともに」（『全集』第 4 巻，1971 年，405 ページ）；比嘉春潮，前掲書，1997 年，
224 ページ。
Shuncho Higa and Development of Okinawan Studies
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
Shuncho Higa (1883-1977) was a representative researcher in the field of modern Okinawan 
history. He is known as a proponent of Esperanto as well as a socialist activist. He was a 
graduate of Okinawa Normal School and worked as an elementary school teacher, rising to 
principal before resigning as a result of his opposition to the contents of Japanese education, 
which treated Okinawans as “backward”. He then worked as a newspaper reporter and as 
a government official in the prefectural office. He became interested in Okinawan history 
after meeting Fuyu Iha (1876 - 1947) in 1910, and began working for a publishing company in 
Tokyo in 1923. There, he studied under the celebrated folklorist Kunio Yanagida (1875-1962) 
and studied Okinawan folklore while continuing to be involved with socialist activities.
Higa developed his studies on Okinawa, not only through the methods of folklore, but also 
using the viewpoint of social and economic history. He described himself as an “informant” 
about Okinawan history, meaning that he introduced Okinawa as it was, from the inside. 
However, he was not just a simple informant, because he left many fruits of his research. His 
many studies on Okinawa were published after the war. Until recently, there has been little 
research about him as a scholar, although his interaction with Iha and Yanagida was well-
known. 
In this paper, Higa’s life is divided into five periods: (1) His youth, when he was devoted to 
Christianity and Tolstoyism, (2) His subsequent interest in Okinawan history after meeting 
Iha, (3) His period of socialist activism, (4) His time spent studying Okinawan history from 
a folkloric angle under Yanagida, (5) His postwar period during which he published many 
writings. Through these periods, the author shows that Higa played an important role in 
Okinawan studies, studying Okinawan history through “objective” information and documents 
of Okinawa. He was a researcher who expressed the uniqueness of Okinawa as an informant.
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